
各部の名称

安全作業のために、使用前に取扱説明書を必ず読む。
専用の電池パックを使用する。
•	指定した電池パック以外は使用しないでください。指定以外の電池パック
を使用すると、使用できないばかりか、破損したり、発火・発熱のおそれが
あります。

作業場の周囲状況も考慮する。
•	充電工具、充電器、電池パックは、雨中で使用したり、湿った、または濡れた
場所で使用しないでください。感電や発煙のおそれがあります。
•	作業場は十分に明るくしてください。暗い場所での作業は事故のおそれ
があります。
•	可燃性の液体やガスのある所で使用したり、充電しないでください。	 	
爆発や火災のおそれがあります。

使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メガネを着用する。
•	作業時は、保護メガネを使用してください。また、粉じんの多い作業では、
防じんマスクを併用してください。飛散する切り粉や粉塵などが目や鼻に
入る恐れがあります。

保護具を着用する。
•	騒音の大きい作業では、耳栓、耳覆い（イヤマフ）など防音保護具を着用
してください。
•	作業時はヘルメット、安全靴などを着用してください。

加工するものをしっかりと固定する。
•	加工するものを固定するために、クランプや万力などを利用してください。
手で保持するより安全で、両手で充電工具を使用できます。

使用前に必ず充電器・電池パックの取扱説明書を読む。

電池パック 充電器 取扱説明書（Web）

JP-L91430A
JP-L91415A

JC-925
https://wis.max-ltd.co.jp/
kikouhin/pdf/torisetsu/jp-
l91430a_l91415a_torisetu.pdf

JP-L91850A
JP-L91825A

JC-925

https://wis.max-ltd.co.jp/
kikouhin/pdf/torisetsu/jp-
l91850a_jp-l91825a_jc-925_
torisetu.pdf

JP-L91440A
JP-L91415A
JP-L92540A

JC-925

https://wis.max-ltd.co.jp/
kikouhin/pdf/torisetsu/jp-
l92540a_l91440a_91415a_jc-
925_torisetu.pdf

JC-925A
https://wis.max-ltd.co.jp/
kikouhin/pdf/torisetsu/jc-
925a_torisetsu.pdf

次の場合は、充電工具のスイッチを切り、電池パックを本体から抜く。
•	使用しない、または修理する場合。
•	本機の調整をする場合。
•	刃物、ビット、ソケットなどの付属品を交換する場合。
•	その他危険が予想される場合。
	 不意に充電工具が作動して、事故やけがの原因になります。

不意な始動は避ける。
•	スイッチに指を掛けて運ばないでください。
•	電池パックを差し込む前にスイッチが切れていることを確認してください。
	 不意に充電工具が作動して、事故の原因になります。

指定の付属品やアタッチメントを使用する。
•	この取扱説明書、および当社カタログに記載されている付属品やアタッチ
メント以外のものは使用しないでください。事故やけがの原因になります。

異常を感じたら絶対に使用しない。
•	スイッチが入らない、回転が止まらない、本機が高温になる等、作業中に	
本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、ただちに使用を中止してくだ
さい。修理の際は決してご自分で修理なさらないで、本機の性能回復の
為に充分な技術と設備を有しているマックスエンジニアリングサービス㈱
へ、お買い求めの販売店を通じてお申し付けください。そのまま使用を		
続けると発煙、発火、破裂のおそれがあります。

作業場は、いつもきれいに保ってください。
•	ちらかった場所や作業台は、事故の原因となります。

子供を近づけないでください。
•	作業者以外、充電工具や充電器のコードに触れさせないでください。
•	作業者以外、作業場へ近づけないでください。けがの原因になります。

使用しない場合は、きちんと保管してください。
•	乾燥した場所で、子供の手の届かない安全な所、又は鍵のかかる所に保管
してください。事故の原因になります。
•	充電工具や電池パックを温度が50℃以上に上がる可能性のある場所	
（金属の箱や夏の車内など）に保管しないでください。電池パック劣化の
原因になり、発煙、発火の恐れがあります。

作業に合った充電工具を使用してください。
•	小型の充電工具やアタッチメントは、大型の充電工具で行う作業には使用
しないでください。
•	指定された用途以外に使用しないでください。
•	充電工具の最大能力を超えた作業はしないでください。けがの原因になり
ます。

調節キーやレンチなどは、必ず取り外してください。
•	スイッチを入れる前に、調節に用いたキーやレンチなどの工具類が取外して
あることを確認してください。付けたままですと、作業時に外れてけがの
原因になります。

充電工具は、注意深く手入れをしてください。
•	安全に能率よく作業していただくために、刃物類は常に手入れをし、よく
切れる状態を保ってください。
•	付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
•	握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリースなどが付かない
ようにしてください。けがの原因になります。

油断しないで十分注意して作業を行ってください。
•	充電工具を使用する場合は、取扱方法、作業の仕方、周りの状況など十分
注意して慎重に作業してください。
•	常識を働かせてください。
•	疲れている場合は、使用しないでください。
	 軽率な行動や非常識な行動などすると事故やけがの原因になります。

 警 告

 警 告

 警 告

 注 意

 注 意

 安全作業のために

 安全上のご注意

本機は現場向けの補助照明器具です。
指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながるおそれがあります。	 	
この取扱説明書の記載事項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は	
作業場所に近づけないでください。また、本機に触らせないでください。

■表示の意味について

ご使用上の注意事項は、  、  に区分していますが、
それぞれ次の意味を表します。

誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容のご注意。
誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性
が想定される内容及び物的損害のみの発生が想定される		
内容のご注意。
なお、　　　			に記載した事項でも、状況によっては重大な
結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する
重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

●火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご注意」
を必ず守ってください。

●ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、指示に従って
正しく使用してください。

●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管	
してください。

●他の人に貸し出す場合は、一緒に取扱説明書もお渡しください。

本機は電池パック、充電器が付属しておりません。電池パック、充電器を使用する
際は、お持ちの電池パック・充電器同梱製品、または単品購入時に付属している
取扱説明書をよく読んでからご使用ください。
電池パックおよび充電器の取扱説明書は、以下のWebアドレスからもご確認いた
だけます。

 安全上のご注意  安全上のご注意  安全上のご注意

	 	 取扱説明書
このたびはマックス充電式パワーランプをお買い上げいただきまして誠にあり
がとうございます。本機の取り扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよく
お読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の
上、安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

●この取扱説明書は常時内容が確認でき
るよう保管してください。

●本機の仕様は機能向上のため、予告
なしに変更することがあります。

●本製品には電池パックは付属しており
ません。電池パックでご使用になる場合
には、別途専用電池パックと専用充電器
をお買い求めください。

●	使用前に必ず取扱説明書を読む。

 警 告

●販売拠点等
本 社 〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町6-6 TEL（03）3669-8121
札 幌 支 店 〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東6-12-8 TEL（011）261-7141
仙 台 支 店 〒984-0015 宮城県仙台市若林区卸町5-3-4 TEL（022）236-4121

盛 岡 営 業 所 〒020-0824 岩手県盛岡市東安庭2-10-7 TEL（019）621-3541
東 京 支 店 〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町6-6 TEL（03）3669-8101

多 摩 営 業 所 〒190-0022 東京都立川市錦町5-17-19 TEL（042）528-3051
東 関 東 営 業 所 〒300-0811 茨城県土浦市上高津915-1 TEL（029）835-7322
千 葉 営 業 所 〒260-0831 千葉県千葉市中央区港町16-25 TEL（043）223-5859
群 馬 営 業 所 〒370-0031 群馬県高崎市上大類町412 TEL（027）353-7075
長 野 営 業 所 〒399-0033 長野県松本市笹賀8155 TEL（0263）26-4377
新 潟 営 業 所 〒955-0081 新潟県三条市東裏館2-14-28 TEL（0256）34-2112

名 古 屋 支 店 〒462-0819 愛知県名古屋市北区平安2-4-87 TEL（052）918-8619
静 岡 営 業 所 〒420-0067 静岡県静岡市葵区幸町29-1 TEL（054）205-3535

大 阪 支 店 〒550-0014 大阪府大阪市西区北堀江3-9-10 丸一鋼管ビル TEL（06）6110-0253
京 滋 営 業 所 〒612-8414 京都府京都市伏見区竹田段川原町195 TEL（075）645-5061
神 戸 営 業 所 〒650-0017 兵庫県神戸市中央区楠町6-2-4 ハーバースカイビル1F TEL（078）367-1580
沖 縄 営 業 所 〒901-2132 沖縄県浦添市伊祖2-17-1 TEL（098）875-3577

広 島 支 店 〒733-0035 広島県広島市西区南観音7-11-24 TEL（082）291-6331
福 岡 支 店 〒812-0006 福岡県福岡市博多区上牟田1丁目5-1 TEL（092）411-5416

南 九 州 営 業 所 〒891-0115 鹿児島県鹿児島市東開町3-24 TEL（099）269-5347
マックス販売株式会社 本社 〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町3-421 TEL（048）651-5346

埼 玉 営 業 所 〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町3-421 TEL（048）651-5341
横 浜 営 業 所 〒241-0822 神奈川県横浜市旭区さちが丘7-6 TEL（045）364-5661
金 沢 営 業 所 〒921-8061 石川県金沢市森戸2-15 TEL（076）240-1871
岡 山 営 業 所 〒700-0971 岡山県岡山市北区野田3-23-28 TEL（086）246-9516
四 国 営 業 所 〒761-8056 香川県高松市上天神町761-3 TEL（087）866-5599
松 山 営 業 所 〒790-0036 愛媛県松山市小栗6-1-22第１白石ビル1Ｆ TEL（089）913-1893

●マックスエンジニアリングサービス㈱
札　幌サービスステーション 〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東6-12-8 TEL（011）231-6487
仙　台サービスステーション 〒984-0015 宮城県仙台市若林区卸町5-3-4 TEL（022）237-0778
新　潟サービスステーション 〒955-0081 新潟県三条市東裏館2-14-28 TEL（0256）35-7252
高　崎サービスステーション 〒370-0031 群馬県高崎市上大類町412 TEL（027）350-7820
埼　玉サービスステーション 〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町3-421 TEL（048）667-6448
名古屋サービスステーション 〒462-0819 愛知県名古屋市北区平安2-4-87 TEL（052）918-8624
京　滋サービスステーション 〒612-8414 京都府京都市伏見区竹田段川原町195 TEL（075）645-5062
大　阪サービスステーション 〒550-0014 大阪府大阪市西区北堀江3-9-10 丸一鋼管ビル TEL（06）6110-0265
広　島サービスステーション 〒733-0035 広島県広島市西区南観音7-11-24 TEL（082）291-5670
福　岡サービスステーション 〒812-0006 福岡県福岡市博多区上牟田1丁目5-1 TEL（092）451-6430

●住所、電話番号などは都合により変更になる場合があります。

●マックスお客様ご相談ダイヤル       0120-228-358
　    『ナンバーディスプレイ』を利用しています。

プロ用

マックス 充電式パワーランプ

AJ-LT91
4102039

191213-00/00

反射板

電池パック（別売）

モード切替ボタン

インジケータ「赤」

フック（可動式）	

アーム（可動式）	

人感センサ

操作パネル

ライトカバー

LED電球

ソケット部

電源ボタン

インジケータ「緑」



人感センサの残照時間変更方法

本機は人感センサ検出後の残照時間を変更することができます。

❶	電池パックを装着し、電源ボタンを	
押してください。	

❷ モード切替ボタンを5秒長押しすると、
インジケータ「赤」が点滅します。	
初期状態では4回点滅を繰り返し	
ます。

❸ ❷の状態でモード切替ボタンを押す
と、点滅回数が	 	 	
4回→2回→3回→4回・・・・と	 	
切り替わっていきます。この点滅回数
が残照時間を表しますので、お好みの
点滅回数に切り替えてください。

点滅回数 2回 3回 4回
残照時間 30秒 1分 5分

❷ 反射板を外してから、ライトカバーを
反時計回りに回して外してください。

❸	電球が冷えていることを確認して	
から、LED電球を反時計回りに回し、
電球を外してください。

❹ 反対の手順で、新しい電球を時計回り
に回して取り付けて、ライトカバー、
反射板を取り付けて使用してくだ
さい。

本機の手入れ

●	本機の清掃にはから拭き、水またはぬるま湯で薄めた中性洗剤を湿らせた布を
よく絞ってから表面を拭いてください。ガソリン、テレビン油、ペイント用シン
ナーなどの薬品は本機をいためますので使用しないでください。

各部取り付けねじの点検

●	本機のねじが緩んでいないか点検してください。もし緩んでいたら締め直して
ください。

各種表示と対処について

本機はインジケータ「緑」、「赤」が、本体の状況を表示します。

対処方法

表示内容 対処方法

① 電池残量が少ない、 
もしくはない場合

電池パックを取り外し、充電器で充電してから使用して 
ください。

② 使用不可電球の場合
電球の消費電力が許容値を超えています（15W以上）。 
指定のLED電球を使用してください。

③ 高温エラーの場合
ライトカバー内部が高温になっています。使用を中断して
いただくとともに、指定のLED電球を使用しているか確認
してください。

アフターサービスについて
●	本機の修理、メンテナンス、調整は純正部品を使用して行わなければなりま	
せん。決してご自分で修理なさらないで、本機の性能回復のために充分な技術
と設備を有しているマックスエンジニアリングサービス㈱へ、お買い上げの	
販売店を通じてご相談ください。修理の知識や技術のない方が修理を行い	
ますと、事故やけがのおそれがあります。

仕様
商 品 名 マックス 充電式パワーランプ

商 品 記 号 AJ-LT91

主 な 用 途 作業現場の補助照明

質 量 1.3kg ※ 

大 き さ H314×W142×L120mm

使 用 電 球 LED電球（AC100V/7W)　口金E26

明 る さ 約900ルーメン

使 用 可 能
電 池 パ ッ ク と
点 灯 時 間

JP-L91415 約2時間
JP-L91415A 約2時間
JP-L914 約4時間
JP-L91430A 約4時間
JP-L91440A 約5時間

JP-L91825A 約4時間
JP-L91850A 約8時間

JP-L925 約7時間
JP-L92540A 約9時間

※JP-L91850A装着時

〈交換用電球〉

	AJ70016		LEDデンキュウユニット

使用方法
通常の使用方法

❶ 電池パックを装着し、電源ボタンを	
押してください。インジケータ「緑」が	
点灯し、電球が点灯します。

人感センサモードでの使用方法

❶	電池パックを装着し、電源ボタンを	
押してください。

❷ 点灯後、モード切替ボタンを押すと	
インジケータ「赤」が点灯し、人感	
センサモードに切り替わります。

	 （点灯後、1分間、人感サンサが何も	
検出しないと自動消灯します）

必ずライトカバーをつけた状態で使用する。
•	水やほこりが浸入し故障しやすくなるばかりでなく、発熱した電球に触れ
てやけどの恐れがあります。

点灯中や消灯直後は電球に触れない。
•	やけどの恐れがあります。

指定の電球以外は使用しない。
•	発熱や破損など、思わぬ事故の原因になります。

使用中は紙や布などをかぶせたり、燃えやすいものの近くで使用しない。
•	火災や故障の原因になります。

ソケット部には触れない。
•	感電する場合があります。

次の場合は、本体のスイッチを切り、電池パックを本体から抜く。
•	使用しないとき
•	ライトカバーや反射板を外すとき
•	LED電球を交換するとき
•	その他の危険が予想されるとき

LED電球を直視しないでください。
•	電球の光が連続して目に当たると目を傷める原因になります。

物に吊り下げて使用する場合、容易に落下しないことを確認してください。
•	振動や揺れ、風等により落下し、事故や破損の原因になります。
•	高所に吊り下げる際には、落下しないようひも等で固定してください。

電池残量が完全になくなる前に充電してください。
•	電池残量が減ってきましたら、早めに充電してください。作業中に突然		
暗闇になると、事故やけがの原因になります。

 警 告

 注 意

 充電式パワーランプの安全上のご注意
先に充電工具として共通の注意事項を述べましたが、充電式パワーランプとして、
さらに次に述べる注意事項を守ってください。

性能を維持するために
電球の交換方法

本機の点検・手入れの際は、必ず電池パックを本体から外す。
•	電池パックを本機に取り付けたまま行うと事故の原因になります。

点灯中や消灯直後は電球に触れない。
•	やけどの恐れがあります。

指定の電球以外は使用しない。
•	発熱や破損など、思わぬ事故の原因になります。

ソケット部には触れない。
•	感電する場合があります。

電球・ライトカバー・反射板はしっかりと取り付ける
•	部品脱落は、おもわぬ事故や破損の原因になります。

 警 告

❶	電源をOFFにして、電池パックを外し
てください。

5秒長押し

①

電源ボタン

電源ボタン

モード切替ボタン

モード切替ボタン

インジケータ「緑」

インジケータ「緑」

インジケータ「赤」

インジケータ「赤」

インジケータ「緑」

電池パック

電池パック

反射板

ライトカバー

②

③

LED電球


